
リモートログイン設定
(Windows)

2020/07/27更新



• Windowsを使ったリモートログインでは

• SSHクライアント -- PuTTY

• SCP -- WinSCP

をインストールして使⽤します。



PuTTYのダウンロード
以前に紹介したページはバイナリ配布終了予定とのことですので
https://ice.hotmint.com/putty/からダウンロード

ダウンロードから最新版を選択してダウンロード

https://ice.hotmint.com/putty/


右クリックでダウンロードしたzipファイルを選び
すべて展開を選択します

デスクトップ等に展開します



iniフォルダに⼊っているputty.iniをコピーし、putty.exeのあるフォルダに貼り付けます

ja-JPフォルダにあるputty.lngファイルもコピーし、putty.exeのあるフォルダに貼り付けます
(⽇本語化のために必要です)



putty.exeを起動します

実⾏出来ない場合は詳細情報→実⾏ を選択します



PuTTYが⽇本語で起動します。
もし⽂字が⼩さすぎて読めない場合は、⽂字のサイズを変更します。
⼀度PuTTYを終了し、同じフォルダに⼊っているputty.lngをプログラムから開くを選択、
メモ帳を選んで常にこのアプリを使って.lngファイルを開くのチェックを外し、OKを押す

↑⼩さくて読めない



メモ帳で開くと_FONTSIZE_ = 12という項⽬があるので、この数字を24程度の⼤きめの値に変更、
上書き保存します

再度putty.exeを開くとフォントサイズが⼤きくなります



PuTTYの設定
ホスト名に接続するSSHサーバ(Linuxサーバ)のホスト名を⼊⼒します
物理学類2年⽣→ physicslinux1.u.tsukuba.ac.jp   その他→ physicslinux2.u.tsukuba.ac.jp
カテゴリでウィンドウ：変換→Remote character setでUTF-8/Auto-Detect Japaneseを選びます。
カテゴリでセッションに戻り、セッション⼀覧に適当な名前を⼊れて設定を保存します



次回からはセッション名を選んで読込を押すことで、
ホスト名や⽂字コードなどの前の設定を読み込むことができます
(設定情報はputty.iniに保存されています)

開く でssh接続を開始します



PuTTYによるSSH接続
注：SSH接続前にVPN接続してください

初めてSSH接続するホストの場合は警告が出るので
はいを選択

login as:と出たらユーザ名(s1234567, 番号は⾃分の
ものに置き換えてください)を⼊⼒して
enterキーを押す



続いて統⼀認証IDのパスワードを⼊⼒してenterキー
パスワードは⼊⼒しても画⾯に表⽰されません

右のような画⾯が表⽰されたら接続完了。⼀番下の⾏が s1234567@physicslinux1: ~ $と表⽰されるはず
⽂字化けがある場合はサーバで表⽰している⽇本語とPuTTYで使っている⽇本語の⽂字コードの不⼀致が起きている
ウインドウ右上の✗で⼀度PuTTYを終了したあともう⼀度起動して
PuTTY側のリモートの⽂字セットをEUC-JPからUTF-8に変更してみる(２ページ前の設定)



Linuxのコマンドを打ってみる
全学計算機に接続できたのでいくつかLinuxのコマンドを打ってみましょう。
hostname と打ってEnterキーを押すといま接続されているホストの名前が表⽰されます。
ls と打ってEnterキーを押すと今いるディレクトリにあるファイル・ディレクトリの⼀覧が表⽰されます。
exit と打ってEnterキーを押すとssh接続が切断されます。
⾃宅のコンピュータから全学計算機システムのLinuxサーバを遠隔操作できていることがわかります。

Linuxのいろいろなコマンドについては次回の演習でやります。



WinSCPのダウンロード
https://winscp.net/eng/docs/lang:jp のDownloadをクリック

https://winscp.net/eng/docs/lang:jp


広告に惑わされずに ページの下の⽅にあるDOWNLOAD WINSCP を選択



WinSCPのインストール



どちらでも構いませんが
この資料ではコマンダーを選択します



先にPuTTYをインストールしているとWinSCPのインストール中にその設定を⾒つけてきて
インポートするか聞かれるのではい、を選択します。(インポートせずにもう⼀度設定しても構いません)

これでインストール完了です



WinSCPの設定
PuTTYから設定を取り込んだ場合は
編集をクリックして(PuTTYと同じ)
ユーザ名とパスワードを⼊⼒して保存します。



取り込まなかった場合はホスト名も含めて
必要情報を⼊⼒して保存します

適当な保存名で保存します
パスワードを保存すると⼊⼒の⼿間がはぶけます

ログインでサーバに接続します



WinSCPの接続
ファイルやフォルダを選択してドラッグ＆ドロップすればローカル→サーバ、またはサーバ→ローカルの
ファイル転送ができます。

左側がローカル
(いま操作しているコンピュータ)

右側がサーバ
(Linuxサーバ上のファイル)

第１回はこれで終了です


